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室蘭港内外海域の海水の水質一海水中の

銅，船および臣鉛含量:

下回信男・石丸 幸造

Influence of Man's Activity on the Quality of Water (II) 

The water quality of the sea water in the inside and the outside 

of the port of Muroran -trace element【 Cu，Pb 

and Zn -content of the sea water 

Nobuo Shimoda and Kδzo Ishimaru 

Abstract 

Using the atomic absorption method， the sea water of the inside and the outside of the port 

of Muroran has been analyzed for the following elements， Cu， Pb and Zn. The Cu and Pb content 

in this sea water does not exceed “Cu and Pb content in sea water-0.003 mgjs" except speci五ed

point. The Zn content， as a whole， exceeds remarkably“Zn content in sea water-0.01 mgjs" 

The sea water at a certain point contains far more both of Zn and Pb than other points， and the 

sea water at another point far more Cu than other ones. 

From th巴sefacts， it is considered that the water in this area has come to contain these 

element on account of the speci五edindustrial activity. I t may safely be said that the contents of 

these three elements are useful as faclors which can reveal the industrial activity of the city of 

孔!Iuroran.

緒

IJiI報において，室蘭港内外の海域の海水の水質を調べ，海水の過マンガン酸カリウム消費

量が水域毎に変動する傾向があることを械告した1)。 またフ過マンガン酸カリウム消費量の大

きい値を示す水域が港の外方へひろがりをみせていることが観察された。この海水の過マンガ

ン酸カリウム消費量の増加は人類活動が年々さかんになったことによると思われる。

本報において同海域の海水中の微量成分，銅，鉛，E主委員、の各含量について報告する。微量

成分の海水中の溶存量，溶存状態を知ることは地球化学的にも興味のあることであるが，これ

ら海水中の微量成分が水棲の植物，動物に選択的に濃縮される事実を考えるときラ研究の目的

である人類活動の水質変化に与える影響を研究するうえにも，海水中のこれら微量成分の合量

を突11ることは重要なことと考えられる。

今@)，室蘭港内外海域の海水中の銅，鉛，亜鉛等の含量を原子吸光法により定量L，同海

域の海水中のこれら成分の分布について得た結果を報告する。
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実験方法

前報で分析をおこなったものと同じ試水 1000m.eにジチゾンを加えて抽出分離2) した銅，

鉛亜鉛の抽出液を蒸発乾j固後， 0.6規定硝酸で抽出し，溶液の酸濃度を 0.6規定となるようにし

て全体を 25m.eとしたものを日本 JarrellAsh AA-70原子吸光装置を使用して定量した。 各

元素の定量条件を検量線とともに Fig.1-3に示す。分析結果は第 1表に示す。
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第 1表
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採7]¥点 深度 Cu Pb Zn 採水川占、 深度 Cu 

[:円:引:古川 :1:ぉ|お35 
12 0.0035 0.0020 1 0.022 11 0 1 0.0009 I 0.0026 

17 1 0.0028 1 0.0024 1 0.047 11 ?)7 1 3 1 0.0054 1 0.0026 

6 1 0.0046 1 0.0032 1 0.032 11 0 1 0.0006 1 0.0032 

18 I 0附 I0∞22 1 0.025 11 6.5 1 0附 0.0032

考察

第 1表の海水中の銅，鉛，亜鉛含量からこれら元素の各々の本海域の海水中の分布につい

て考察する。これら 3元素の含量の大小を円形をもちいて地図中にあらわしたものが第 4図~

第 6図である。

鈴l含量について

表層水の含有量についてみると，採水点 11，17， 28付近の海水中の含量が大であった。表

層水と下層水の含量の差は大きく， 表層水は“海水の銅含量 0.003mg;s"3)を下まわる程度で
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第4図 室蘭港内外海域の海水中の亜鉛含量
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あるが， -f層水，底層水の銅含量は“海水の銅含量円をはるかにこえて採水点 1-19の水域つ

まり港の南および東側の水域の海水で大きい値がみいだされた。 採水点 14付近の海水の銅含

量はとくに大きい。このことは底土に銅が濃縮していることをうかがわせる。

鉛含量について

表層水中の鉛含量は採水点 12の海水がとくに大きく， 13， 17， 19， 28付近の海水でやや大

きい値をみいだされた。これら以外の水域では，表層水と下層水との含量の差は小さい。上記

採水点のほか，採水点 8，10付近の海水をのぞいては，本海域の海水の鉛含量は“海水の鉛含

量"0.003 mg!s3)と同程度がそれ以下で、ある。

亜鉛含量について

表層水， ド層水ともに港内の全域にわたって，“海水の亜鉛含量 0.01mg!s3)"をこえる。

表層水の亜鉛含量は採水点 12付近がとくに多く， 13， 14， 17ラ 18，19付近がこれにつぎ， 28'付

近もやや多い。 市下水道の流入口付近一採水点目 の海水は付近よりも亜鉛含量小さく，下

水がこの水域の亜鉛含量に影響していないことを示す。

3元素についてみると， 亜鉛と鉛を含む排水と銅をふくむ排水とは別々に流入しているこ

とがわかる。しかし， 3元素のこの海域の海水の含量も水道原水の水質標準 (Cu0.05 mg!s， Pb 

l.0 mg!s， Zn l.0 mgf.e)4)以下である。

以上のように，銅，鉛，亜鉛は水域海の含量の大小の分市をことにしヲこれらが工場の活

動の結果が排出されるものであるから，これらの元素は人類活動ーここでは工業活動ーによる

水質変化を示す指標元素として適当な因子であろう。

本研究を行なうにあたり調査，採水に御力添いただいた室蘭市役所の方々に深く感謝する。

(昭和 45年 5月 20日受理)
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